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令和２年 第１０回栗原市農業委員会総会議事録 

 

 令和２年９月２９日 午前１０時、下記の件の議定のため、令和２年第１０回栗原市農

業委員会総会を、栗原市役所金成庁舎に招集した。 

 

日程第 １ 議事録署名委員の指名 

日程第 ２ 会期の決定 

日程第 ３ 事務報告 

日程第 ４ 報告第 １号 農地の現状変更届出について 

日程第 ５ 報告第 ２号 農地法第１８条第６項の規定による通知について 

日程第 ６ 報告第 ３号 使用貸借権の解約通知について 

日程第 ７ 報告第 ４号 農地法第５条の規定による許可指令書の返納届について 

日程第 ８ 議案第 １号 農地法第３条の規定による許可申請について 

日程第 ９ 議案第 ２号 農地法第４条の規定による許可申請について 

日程第１０ 議案第 ３号 農地法第５条の規定による許可申請について 

日程第１１ 議案第 ４号 農地転用事業計画変更承認申請について 

日程第１２ 議案第 ５号 農用地利用集積計画について 

日程第１３ 議案第 ６号 非農地証明願について 

日程第１４ 議案第 ７号 農業振興地域整備計画の変更について 

 

１ 出席委員 （２３名） 

    １番 佐々木  栄 夫 委員、  ２番 佐 藤    勝 委員 

    ３番 熊 谷  ゆ り 委員、  ４番 佐々木    弘 委員、 

    ５番 遊 佐  一 成 委員、  ６番 菅 原  勝 宏 委員、 

    ７番 岩 淵  敬 一 委員、  ９番 阿 部  一 信 委員、 

   １０番 曽 根  金 雄 委員、 １１番 三 浦  正 勝 委員、 

   １２番 鈴 木  和 子 委員、 １３番 芳 賀  博 秋 委員、 

  １４番 尾 形  陽一郎 委員、 １５番 髙 橋    寛 委員、 

  １６番 狩 野  善 典 委員、 １７番 佐々木  耕太郎 委員、 

  １８番 髙 橋  榮 一 委員、 １９番 岩 渕    弘 委員、 

   ２０番 三 浦    栄 委員、 ２１番 大 沢  純 香 委員、 

  ２２番 大 場  裕 之 委員、 

  ２３番 吉 田  優 俊 会長職務代理者、 

   ２４番 鈴 木  康 則 会長 
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２ 欠席委員 （１名） 

    ８番 米 山  嘉 彦 委員、 

 

３ 議事に参与した者 

   事務局長        二階堂    賢 

   事務局長補佐      小 山  雅 規 

   農地農政係 主幹兼係長  藤   広 実 

   農地農政係 主 査   高 橋    潤 

   農地農政係 主 事   千 葉  和 哉 

   農地農政係 主 事   菅 原  佑 太 

 

    （ 午前１０時 開会） 

 

議長 

 ご起立願います。「ご苦労様です。」ご着席願います。 

 また、先日は、名取での研修会、大変お疲れ様でした。 

 只今から、令和 ２年 第１０回 栗原市農業委員会総会を開会いたします。 

 

議長 

 ただいまの出席委員は、２３名であります。 

 定足数に達しておりますので、直ちに会議を開きます。 

 

議長 

 欠席の通告があります。 

 議席番号 ８番 米 山 嘉 彦 委員から、所要のため欠席する旨の通告がございます。 

 

議長 

 本日の議事日程は、お手元に配付のとおりであります。 

 なお、議案説明等のため、事務局長ほか関係職員を出席させております。 

 

議長 

 現在、クールビズの期間中でありますので、上着を脱いでいただいて結構です。 

 なお、新型コロナウイルス感染症 予防対策のため、会議場の換気をしております。 

 また、皆様にはマスク着用をお願いいたします。 
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議長 

 日程第１、議事録署名委員の指名を行います。 

 議事録署名委員は、農業委員会会議規則第２７条の規定により 

 議席番号 ５番 遊 佐 一 成 委員、議席番号 ６番 菅 原 勝 宏 委員の両名を指名

いたします。 

 

議長 

 日程第２、会期の決定を議題といたします。 

 お諮りいたします。 

 本総会の会期は、本日１日間としたいと思いますが、これに、ご異議ございませんか。 

 

  ―「異議なし」の声― 

 

議長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、本総会の会期は、本日１日間と決定いたしました。 

 

議長 

 日程第３、事務報告の前に提出議案の訂正をお願いいたします。 

 議案の７ページをお開き願います。 

 報告の号が、報告第３号と記載しておりますが、報告第４号の誤りでしたので、お手数

ですが、訂正をお願いします。 

 

 日程第３、事務報告を行います。 

 事務局長から報告いたします。 

 

事務局長 

 議案資料に基づき、令和２年８月３１日から令和２年９月２９日までに実施した事務事

業等の報告並びに、令和２年１０月２日から令和２年１０月２８日までに予定している事

務事業等について説明。 

 

議長 

 これで、日程第３、事務報告を終わります。 

 

議長 

 日程第４、報告第１号 農地の現状変更届出について、を報告いたします。 

 第１区の番号１番について、事務局から報告いたします。 
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事務局 

 第１区の番号１番は、築館地区の畑２筆 ９，４８５㎡のうち１５４㎡、農業用施設と

して牛舎を増築するもので、完了後は牛の飼養に活用する旨の１案件を説明。 

 

議長 

 次に、去る９月２３日、議席番号２２番 大場 裕之 委員、農地利用最適化推進委員の

曽根 茂 委員、及び及川 正一 委員が、現地確認調査を行っておりますので、その結果の

報告をお願いいたします。 

 それでは、曽根 茂 推進委員から報告願います。 

 

曽根 茂 推進委員 

 報告第１号については、去る９月２３日、水曜日に４名にて現地確認を行いました。 

 届出地については、これから畜舎を増築するもので、隣接地には届出人の宅地があり、

また、周辺農地への影響はないものと確認し、特に問題がないものと判断してまいりまし

たので、報告いたします。 

 

議長 

 これで、日程第４、報告第１号 農地の現状変更届出について、報告を終わります。 

 

議長 

 日程第５、報告第２号 農地法第１８条第６項の規定による通知について、を報告いた

します。 

 第１区の番号１番から４番までの４案件、第２区の番号５番の１案件、第３区の番号 

６番の１案件、併せて６案件について、事務局から報告いたします。 

 

事務局 

 第１区の番号１番は、築館地区の田 ２筆 １，３８４㎡、売買のためによる農地法

第３条の賃貸借権解約の１案件、 

 番号２番は、築館地区の畑 ２筆 １，４３４㎡、双方合意による基盤法による賃貸

借権解約の１案件、 

 番号３番は、高清水地区の田 ４筆 ２，４６１㎡、売買のためによる基盤法による

賃貸借権解約の１案件、 

 番号４番は、瀬峰地区の田 ４筆 １，６９１㎡、売買のためによる農地法第３条の

賃貸借権解約の１案件、 

 第２区の番号５番は、志波姫地区の田 ３筆 ５，４１４㎡、双方合意による基盤法

による賃貸借権解約の１案件、 

 第３区の番号６番は、花山地区の田 ５筆 １８，４５４㎡、双方合意による基盤法

による賃貸借権解約の１案件、 
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 以上、６案件を説明報告。 

 

議長 

 これで、日程第５、報告第２号 農地法第１８条第６項の規定による通知について、 

報告を終わります。 

 

議長 

 日程第６、報告第３号 使用貸借権の解約通知について、を報告いたします。 

 第１区の番号１番・２番の２案件について、事務局から報告いたします。 

 

事務局 

 第１区の番号 1番は、築館地区の田 ２４筆 ２４，４０６．３７㎡、及び畑 １０筆

１６，００５㎡、合計 ４０，４１１．３７㎡、双方合意による農地法第３条による使用

貸借権解約の１案件、 

 番号２番は、築館地区の田１筆 ６，２５４㎡及び一迫地区の田５筆 ６，８３６㎡、

合計 １３，０９０㎡、賃貸借権設定のためによる農地法第３条による使用貸借権解約の

１案件、以上、２案件を説明報告。 

 

議長 

 これで、日程第６、報告第３号 使用貸借権の解約通知について、報告を終わります。 

 

議長 

 日程第７、報告第４号 農地法第５条の規定による許可指令書の返納届について、を 

報告いたします。 

 第１区の番号１番について、事務局から報告いたします。 

 

事務局 

 第１区の番号 1番は、一迫地区の田 ２筆 ４０９㎡、所有権移転売買の案件であり、

農地を購入後、住宅用地として転用し、一般住宅１棟及び駐車場を建築造成する計画で、

令和２年４月１５日付で許可を得ておりましたが、その後、事前に了承を得ていた隣接す

る住民の方から事業に反対の意向があったため、その後の居住関係等を考慮し事業を中止

した旨の１案件を報告。 

 

議長 

 これで、日程第７、報告第４号 農地法第５条の規定による許可指令書の返納届につい

て、報告を終わります。 
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議長 

 日程第８、議案第１号 農地法第３条の規定による許可申請について、を議題といたし

ます。 

 はじめに、第１区の番号１番から１１番までの、１１案件を審議いたします。 

 それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

 第１区の番号１番は、築館地区の畑 ２筆 １，４３４㎡、経営規模拡大のためによる

所有権移転売買の１案件、 

 番号２番は、築館地区の田 ２４筆 ２４，４０６．３７㎡及び畑 １０筆 １６，０

０５㎡、合計 ４０，４１１．３７㎡、 

 番号３番は、築館地区の田 ６筆 ３，９６９㎡、 

 番号４番は、築館地区の田 １３筆 １９，６４８．９６㎡、いずれも、経営継承のた

めの使用貸借権設定の３案件、 

 番号５番は、高清水地区の田 ４筆 ２，５９７㎡、経営規模拡大のためによる所有権

移転売買の１案件、 

 番号６番は、高清水地区の畑 １筆 ４８０㎡、経営規模拡大のためによる所有権移転

贈与の１案件、 

 市外居住者による取得につき、詳細説明。 

 番号７番は、一迫地区の田 ７筆 ７，２０３㎡、相手方の要望による所有権移転売買

の１案件、 

 番号８番は、一迫地区の田 １３筆 ３４，４０９㎡、及び畑 ３筆 ２，７３７㎡、

合計 ３７，１４６㎡、 

 番号９番は、一迫地区の田 ６筆 ５，３２５㎡、及び畑 １筆 ４９６㎡、 

合計 ５，８２１㎡、いずれも、経営継承のための所有権移転贈与の２案件、 

 番号１０番は、瀬峰地区の田 ４筆 １，６９１㎡、相手方の要望による所有権移転売

買の１案件、 

 番号１１番は、瀬峰地区の田 ２筆 １１，２５６㎡、経営規模拡大による使用貸借権

設定の１案件、 

 以上、１１案件の説明と全て許可要件を満たしていることを説明。 

 

議長 

 次に、現地確認調査の結果報告をお願いいたします。 

 それでは、曽根 茂 推進委員から報告願います。 

 

曽根 茂 推進委員 

 議案第１号については、去る９月２３日の水曜日に、４名にて書類審査及び現地確認を

行ってまいりました。 
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 詳細については事務局から説明があったとおりで、最初に６番の市外居住地取得につい

ては、西側は住宅と隣接しており、休耕地を畑にするというもので、周辺農地への影響は

ないものと判断しました。 

 その他については、経営規模拡大や経営継承などにより、所有権移転売買や贈与、及び

使用貸借権を設定するもので、いずれも、許可に当たっては特に問題はないものと判断い

たしました。 

 以上、ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

 

議長 

議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行

います。 

質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声― 

 

議長 

質疑なしと認めます。 

 次に、第２区の番号１２番から２２番までの１１案件を審議いたします。 

 それでは、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

 第２区の番号１２番は、若柳地区の田 １筆 ９９６㎡、経営規模拡大のためによる所

有権移転売買の１案件、 

 番号１３番は、若柳地区の田 ３筆 １，９６１㎡、経営継承のための所有権移転贈与

の１案件、 

 市外居住者による取得につき、詳細説明。 

 番号１４番は、若柳地区の畑 １筆 １８９㎡、経営の合理化のための所有権移転贈与

の１案件 

 番号１５番・１６番は、関連案件で、１５番は、若柳地区の田 １筆 １，０７９㎡、 

１６番は、若柳地区の田 １筆 １，０１８㎡、双方の経営の合理化のための所有権移転

交換の２案件、 

 番号１７番・１８番は、関連案件で、１７番は、若柳地区の田 １筆 ２，０４０㎡、 

１８番は、若柳地区の田 １筆 １，９９３㎡、双方の経営の合理化のための所有権移転

交換の２案件、 

 番号１９番は、若柳地区の田 ５筆 ５，０８９㎡、経営規模拡大のための賃貸借権設

定の１案件、 

 番号２０番は、金成地区の田 ７筆 ５，６２５㎡、経営規模拡大のためによる所有権

移転売買の１案件、 
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 番号２１番は、志波姫地区の田 ３筆 ４，６４４㎡、及び畑 １筆 １，３５３㎡、 

合計 ５，９９７㎡、 

 番号２２番は、志波姫地区の田 １筆 ７３３㎡、及び畑 １筆 ３９８．４７㎡、 

合計 １，１３１．４７㎡のうち９１５．９５㎡、いずれも、経営継承による所有権移転

贈与の２案件、 

 以上、１１案件の説明と全て許可要件を満たしていることを説明。 

 

議長 

 次に、去る９月２４日、議席番号１２番 鈴木 和子 委員、農地利用最適化推進委員の

佐々木 進 委員、及び佐々木 貞一郎 委員が、現地確認調査を行っておりますので、その

結果の報告をお願いいたします。 

 それでは、佐々木 進 推進委員から報告願います。 

 

佐々木 進 推進委員 

 議案第１号については、去る９月２４日の木曜日に４名にて、一部現地確認及び書類

審査を行いました。 

 １２番と２０番の２案件については、譲渡人の要望により、経営規模を拡大する案件

でございます。 

 １３番、１４番、２１番、２２番の４案件については、農業後継者への贈与、経営の

合理化のために経営継承するものでありまして、譲受人の要望によりまして経営を合理

化する案件でございます。 

 １５番と１６番、１７番と１８番については、双方の経営の合理化のために所有権移

転交換する案件でございます。 

 １９番については、譲受人の要望によりまして、経営規模拡大する賃貸借権設定の案

件でございます。 

 いろいろと審議した結果、いずれも、許可申請については、特に問題ないものと判断

いたしました。 

 以上、ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

 

議長 

議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行

います。 

 質疑ございませんか。 

 

  ―「はい」の声― 

 

議長 

 １１番、三浦正勝 委員 
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１１番、三浦 正勝 委員 

 １３番の案件ですが、地番２１６－２の所在が、公図に示されていないので、わからな

い、説明をお願いします。 

 

議長 

 事務局説明 

 

事務局 

 所在の２１６－２については、公図の２１６番に２１６－１及び２１６－２が包含され

ております。 

  

議長 

 よろしいですか 

 

１１番、三浦 正勝 委員 

 はい、了解しました。 

 

議長 

 その他ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声― 

 

議長 

 質疑なしと認めます。 

 次に、第３区の番号２３番から２７番までの、５案件を審議いたします。 

 それでは、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

 第３区の番号２３番は、栗駒地区の田 ６筆 １１，４０６㎡、経営継承のための所有

権移転贈与の１案件 

 番号２４番は、栗駒地区の田 １筆 ５６㎡及び畑 １筆 ３０９㎡、合計 ３６５㎡、 

 番号２５番は、栗駒地区の田 ２筆 １，４９５㎡、いずれも、耕作利便のためによる

所有権移転贈与の２案件、 

 ２５番は、市外居住者による取得につき、詳細説明。 

 番号２６番・２７番は関連案件で、２６番は、鶯沢地区の田 ９筆 ２，０５４．３１

㎡、２７番は、鶯沢地区の田 １筆 ２，０４７㎡、双方の耕作利便のためによる所有権

移転交換の２案件、 

 以上、５件の説明と許可要件を満たしていることを説明。 
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議長 

 次に、去る９月２４日、議席番号２３番 吉田 優俊 委員、農地利用最適化推進委員の

佐藤 憲一 委員及び髙橋 茂 委員が、現地確認調査を行っておりますので、その結果の報

告をお願いいたします。 

 それでは、佐藤 憲一 推進委員から報告願います。 

 

佐藤 憲一 推進委員 

 議案第１号については、去る９月２４日の木曜日に４名にて書類審査を行いました。 

 ２３番は、農業後継者への贈与であり問題はない、 

 ２４番・２５番は、贈与となっているが、お互いの耕作利便のための交換、 

 ２６番・２７番もお互いの耕作利便のための交換ということで、いずれも、特に問題

がないものと判断いたしました。 

 以上、ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

 

議長 

 議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行い

ます。 

 質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声― 

 

議長 

質疑なしと認めます。 

 それでは、議案第１号 農地法第３条の規定による許可申請についての、番号１番から

２７番までの２７案件は、原案のとおり許可することに、ご異議ございませんか。  

 

  ―「異議なし」の声― 

 

議長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、日程第８、議案第１号 農地法第３条の規定による許可申請についての、番号

１番から２７番までの２７案件は、原案のとおり、許可することに決定いたしました。 

 

議長 

 日程第９、議案第２号 農地法第４条の規定による許可申請について、を議題といたし

ます。 

 はじめに、第１区の番号１番を審議いたします。 

 それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 
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事務局 

第１区の番号１番は、築館地区の田 １筆 １，９２９㎡のうち０．３３㎡を業務用地

として一時転用して、営農型太陽光発電施設を設置して売電収入を得るとともに、太陽光

パネルの下部で農作物の作付けを行うものであり、そのため、転用部分については太陽光

施設の支柱分のみとなっている。 

 農地区分は、農用地区域内の農地ですが、許可日からの３年間の一時転用となるので、

不許可の例外規定に該当する旨の１案件が、許可要件を満たしていることを説明。 

 

議長 

 次に、現地確認調査の結果報告をお願いいたします。 

 それでは、２２番 大場 裕之 委員から報告願います。 

 

２２番 大場 裕之 委員 

 議案第２号については、去る９月２３日の水曜日に４名にて、書類審査及び現地確認を

行いました。 

 １番については、事務局説明のとおり営農型太陽光発電施設でございます。 

 参考資料１３ページの公図のように、後方に山林を配しておりまして、申請地も若干の

荒廃の様相を呈しておりましたが、事業の性質上、優良な農地に改善されるものと確認し

てまいりました。ただ、事業の性質上、農作物の栽培に関しては、地元委員として今後の

管理に関して、観察してまいりたいと思います。 

 転用許可に当たっては、以上のことから、特に問題がないものと判断いたしました。 

 以上、ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

 

議長 

 議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行い

ます。 

 質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声― 

 

議長 

 質疑なしと認めます。 

 次に、第３区の番号２番の１案件を審議いたします。 

 それでは、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

 第３区の番号２番は、栗駒地区の田 ２筆 ５４４㎡を業務用地として転用し、自営の

建設業の建築資材置場及び業務用車両用の駐車場を造成するものであります。 
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農地区分は、１０ヘクタール以上の農地の広がりがある１種農地に該当しますが、集落

に接続しての転用となりますので、不許可の例外として取り扱う旨の１案件が、許可要件

を満たしていることを説明。 

 

議長 

 次に、現地確認調査の結果報告をお願いいたします。 

 それでは、髙橋 茂 推進委員から報告願います。 

 

髙橋 茂 推進委員 

 議案第２号については、去る９月２４日の木曜日に４名にて現地確認を行ってまいりま

した。 

 ただ今、事務局から詳細に説明がありましたけれども、調査の結果、転用許可に当たっ

ては、特に問題はないものと判断してまいりました。 

 ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

 

議長 

 議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行い

ます。 

 質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声― 

 

議長 

 質疑なしと認めます。 

 それでは、議案第２号 農地法第４条の規定による許可申請についての、番号１番・２

番の２案件は、原案を可とすることに、ご異議ございませんか。 

 

  ―「異議なし」の声― 

 

議長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、日程第９、議案第２号 農地法第４条の規定による許可申請についての、番号

１番・２番の２案件は、原案を可とすることに決定しました。 

 なお、その旨、意見を附して宮城県知事に送付いたします。 

 

議長 

 日程第１０、議案第３号 農地法第５条の規定による許可申請について、を議題といた

します。 



 13 

 はじめに、第１区の番号１番から４番までの４案件を審議いたします。 

 それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

第１区の番号１番は、築館地区の田１筆 ５３８㎡を所有権移転売買により譲り受け、

業務用地として転用し、申請者が経営する会社の資材置き場として造成するものです。 

 農地区分は、周囲を山林、原野、雑種地等に囲まれた生産性の低い小集団農地なので、

第２種農地に該当する旨の１案件、 

番号２番は、高清水地区の田 ３筆 ９８１㎡、及び畑 ９筆 ５，２０６㎡、合計

６，１８７㎡を賃貸借権設定により業務用地として転用し、申請者が経営する販売用中古

車両の駐車場として造成するものであります。 

 農地区分は、農地の広がりがあり第１種農地に該当するが、申請地周辺の地域に居住す

るものの業務上必要な用地ということで、集落に接続して設置されるものであることか

ら、不許可の例外規定に該当する旨の１案件、 

 なお、本案件は３，０００㎡を越えていますので、令和２年１０月１６日に開催される

宮城県農業会議常設審議委員会において、意見聴取する案件となっている。 

 また、許可前に造成工事に着手していることから、始末書の提出を受けております。 

 番号３番は、一迫地区の畑 １筆 ４５０㎡を所有権移転売買により譲り受け、住宅用

地として転用し、一般個人住宅１棟及び駐車場を建築造成するものであります。 

 農地区分は、周囲を山林、原野、雑種地等に囲まれた生産性の低い小集団農地なので、

第２種農地に該当する旨の１案件、 

 番号４番は、一迫地区の畑 １ 筆 ９７４㎡のうち３２１㎡を使用貸借権設定により

借り受け、住宅用地として転用し、太陽光発電施設を設置して、自家用電力として使用す

るものであります。 

 農地区分は、周囲を宅地と山林に囲まれた生産性の低い小集団農地なので、第２種農地

に該当する旨の１案件、 

 以上、４案件が許可要件を満たしていることを説明。 

 

議長 

 次に、現地確認調査の結果報告をお願いいたします。 

 それでは、２２番 大場 裕之 委員から報告願います。 

 

２２番 大場 裕之 委員 

 議案第３号については、去る９月２３日の水曜日に４名にて、書類審査及び現地確認を

行いました。 

 １番に関しては、申請地は長年に渡って耕作されていない休耕田でございます。借受人

は地域で実績のある建設会社で、雨水・排水路に関しても現存するものを保存し、管理さ

れるものと確認してまいりました。許可に当たっては特に問題がないものと思われます。 
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 ２番に関しては、事務局の説明のとおり、すでに造成済みでございます。対応としては

事務局からの説明があったとおり始末書をもって、確認しております。雨水・排水対策に

多少の懸念がありますけれども周辺住民の同意書を取っているということで、許可に関し

ましては問題ないものと考えております。 

 ３番については、一般住宅建設に関するものでございます。この件については、進入路

に懸念があったものですけれども、事務局から説明があったとおり市所有の土地を活用で

きるということで、特に問題がないものと考えます。 

 ４番に関しては、自家用電力としての太陽光発電施設の設置ということで許可に関して

は特に問題がないものと判断してまいりました。 

 以上、４件についてご審議の程、よろしくお願いいたします。 

 

議長 

 議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行い

ます。 

 質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」― 

 

議長 

 質疑なしと認めます。 

 次に、第２区の番号５番から７番の３案件を審議いたします。 

 それでは、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

 第２区の番号５番は、若柳地区の田 １筆 ７９２㎡を所有権移転売買により譲り受

け、業務用地として転用し、太陽光パネルを設置するものであります。 

 農地区分は、都市計画区域の準工業地域に該当することから、第３種農地で取り扱う旨

の１案件、 

 番号６番は、金成地区の田 1筆 ３，４０９㎡のうち、４０．５㎡を賃貸借意見設定

により借り受け、業務用地として一時転用するもので、電力工事作業に伴う仮説場事務所

や仮設トイレ、仮設倉庫を設置するものであります。転用期間は７ヶ月となります。 

 農地区分は、農業振興地域の農用地区域内の農地ですが、工事のための一時転用ですの

で、不許可の例外規定で取り扱う旨の１案件、 

 番号７番は、志波姫地区の田 1筆 ７７９㎡を所有権移転贈与により譲り受け、業務

用地として転用し、資材置き場、作業場、駐車場を造成するものです。 

 農地区分は、住宅に囲まれていることから、生産性の低い第２種農地で取り扱う旨の１

案件、以上、３案件が許可要件を満たしていることを説明。 
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議長 

 次に、現地確認調査の結果報告をお願いいたします。 

 それでは、佐々木 貞一郎 推進委員から報告願います。 

 

佐々木 貞一郎 推進委員 

 議案第２号については、去る９月２４日の木曜日に４名にて、書類審査及び現地確認を

行ってまいりました。 

 ３件については、太陽光パネルの設置、工事に伴う仮事務所等の設置、業務用の資材置

き場等の設置であり、いずれの案件も、詳細については事務局から説明がありましたとお

りであり、特に問題はないものと判断してまいりました。 

 以上、ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

  

議長 

 議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行い

ます。 

 質疑ございませんか。 

 

  ―「はい」の声― 

 

議長 

 ３番、熊谷 ゆり委員 

 

３番、熊谷 ゆり委員 

 ２４ページの５番ですけれども、太陽光パネルを設置する目的というのが明確でないの

で、その辺の説明をお願いします。 

 

議長 

 事務局説明 

 

事務局 

 目的につきましては、売電用の太陽光パネルの設置となります。 

  

議長 

 よろしいですか 

 

３番、熊谷 ゆり委員 

 はい、了解しました。 
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議長 

 その他ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」― 

 

議長 

 質疑なしと認めます。 

 それでは、議案第３号 農地法第５条の規定による許可申請についての、番号１番から

７番までの７案件は、原案を可とすることに、ご異議ございませんか。 

 

  ―「異議なし」― 

 

議長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、日程第１０、議案第２号 農地法第５条の規定による許可申請についての、 

番号１番から７番までの７案件は、原案を可とすることに決定しました。 

 なお、その旨、意見を附して宮城県知事に送付いたします。 

 

議長 

 日程第１１、議案第４号 農地転用事業計画変更承認申請について、を議題といたしま

す。 

 第１区の番号１番を審議いたします。 

 それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

 第１区の番号１番は、築館地区の畑 １筆 ５，３５５㎡、所有権移転売買の案件で、

変更前の実施状況は土地の造成工事まで完成している状況であります。 

 当初の事業計画については、石材加工のための工場の設置、変更後は石材業で使用する

資材置き場となっております。 

 変更に至った経緯といたしましては、本案件は、平成３年に転用の許可を受けて事業に

着手していましたが、許可後に国内での石材加工の需要が急激に減少したことに伴い、当

初予定していた加工場が不要となったことから、資材置き場への事業計画の変更を申請す

る旨を説明。 

 

議長 

 次に、現地確認調査の結果報告をお願いいたします。 

 それでは、２２番 大場 裕之 委員から報告願います。 
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２２番 大場 裕之 委員 

 議案第４号については、去る９月２３日の水曜日に４名にて現地調査を行ってまいりま

した。 

 事務局から説明があったとおり申請地は国道４号沿いにある第２種農地でございます。

造成中途で中断されておりますので、雨水・排水の懸念がございましたが、説明のとおり

浸透枡で処理されるとのことでございます。 

 理由のとおり事業の性質上、そういった背景を勘案し、致し方ないものと考え、申請に

ついては、許可すべきものと判断いたしました。 

 ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

 

議長 

 議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行い

ます。 

 質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」― 

 

議長 

 質疑なしと認めます。 

 それでは、議案第４号 農地転用事業計画変更承認申請についての、番号１番の１案件

は、原案を可とすることに、ご異議ございませんか。 

 

  ―「異議なし」の声― 

 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、日程第１１、議案第４号 農地転用 事業計画 変更承認申請についての、番号

１番の案件は、原案を可とすることに決定いたしました。 

 なお、その旨、意見を附して宮城県知事に送付いたします。 

 

議長 

 日程第１２、議案第５号 農用地利用集積計画について、を議題といたします。 

 はじめに、第１区の番号１番から３番までの３案件を審議いたします。 

 それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

 第１区の番号１番は、高清水地区の田 ４筆 ２，４６１㎡、所有権移転売買の１案件 

 番号２番は、一迫地区の田 １筆 ４，８７７㎡、及び畑 １筆 １５，３８８㎡、 

合計 ２０，２６５㎡、所有権移転売買の１案件、 
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 番号３番は、瀬峰地区の田 ４筆 ８，５５１㎡、更新の賃貸借権設定である旨の１案

件、以上、３案件を説明。 

 

議長 

 議案の内容説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 
  

  ―「質疑なし」の声― 
 

議長 

 質疑なしと認めます。 

 次に、第２区の番号４番・５番の２案件を審議いたします。 

 それでは、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

 第２区の番号４番は、若柳地区の田 ２筆 ３，８０９㎡、所有権移転売買の１案件、 

 番号５番は、若柳地区の田 ９筆 ７，９４６㎡、更新の賃貸借権設定である旨の１案

件、以上、２案件を説明。 

 

議長 

 議案の内容説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 
 

  ―「質疑なし」の声― 

 

議長 

 質疑なしと認めます。 

 次に、第３区の番号６番の１案件を審議いたします。 

 それでは、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

 第３区の番号６番は、鶯沢地区の田 １筆 ２，１２２㎡、新規の賃貸借権設定である

旨の１案件を説明。 

  

議長 

 議案の内容説明が終わりましたので、これより質疑を行います。 

 質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声― 
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議長 

 それでは、議案第５号 農用地利用集積計画についての、番号１番から６番までの６案

件については、原案を可とすることに、ご異議ございませんか。 

 

  ―「異議なし」の声― 

 

議長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、日程第１２、議案第５号 農用地利用集積計画についての、番号１番から６ま

での６案件については、原案を可とすることに決定いたしました。 

 なお、その旨、栗原市長に通知いたします。 

 

議長 

会議の途中ですが、会議開始から１時間が経過しましたので、ここで、午前１１時１５

分まで、休憩といたします。 

（休憩：午前１１時４分から１１時１５分まで） 

 

議長 

 それでは、休憩中の会議を再開します。（午前１１時１５分） 

 

議長 

 日程第１３、議案第６号 非農地証明願について、を議題といたします。 

 はじめに、第１区の番号１番から４番までの４案件を審議いたします。 

 それでは、議案の朗読を省略し、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

 第１区の番号１番は、築館地区の畑 ２筆 １，０２０㎡、願出地は、平成１０年頃に

先代が駐車場及び庭として造成し、現在に至るものであり、宅地への地目変更を願い出た

旨の１案件、 

 番号２番は、築館地区の畑 １筆 ３２２㎡、願出地は、昭和４７年頃に先代が居宅を

建築し、現在に至るものであり、宅地への地目変更を願い出た旨の１案件、 

 番号３番は、一迫地区の田 １筆 ４３２㎡、願出地は、昭和４９年頃に農機具置場兼

作業場を建築したが、その後物置となり現在に至るものであり、宅地への地目変更を願い

出た旨の１案件、 

 番号４番は、一迫地区の畑 １筆 １，０１６㎡、願出地は、昭和３０年頃から先代か

らの労力不足により耕作できなくなり、農地が徐々に山林化し、現在に至るものであり、

山林への地目変更を願い出た旨の１案件、 

 以上、４案件を説明。 
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議長 

 次に、現地確認調査の結果報告をお願いいたします。 

 それでは、及川 正一 推進委員から報告願います。 

 

及川 正一 推進委員 

 議案第６号については、去る９月２３日の水曜日に４名にて、書類審査及び現地確認を

行いました。 

 番号１番の案件は、平成１０年頃、先代が駐車場及び庭を整備したもので、非常に綺麗

に管理、整備されており、農地に復元するのは困難だと考えます。 

 ２番の案件については、昭和４７年頃に先代が居宅を建築し現在にいたるもので、住宅

地にある場所で農地への復元は困難だと思われます。 

 ３番の案件については、昭和４９年頃農機具置場兼作業場として建築し、その後農業を

廃業し現在に至るものでございます。農地への復元は非常に難しいと考えます。 

 ４番の案件は、昭和３０年頃から、労力不足により耕作できなくなっているものであ

り、その後山林化したもので、隣の山林、原野と一体化してきており、非常に復元は困難

と考えます。 

以上、４件について、ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

 

議長 

議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行い

ます。 

質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声― 

 

議長 

 質疑なしと認めます。 

 次に、第２区の番号５番・６番の２案件を審議いたします。 

 それでは、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

 第２区の番号５番は、若柳地区の畑 １筆 ２１２㎡、願出地は、平成１１年頃から 

労力不足により耕作が出来なくなったため、その後荒廃が進み原野化し、現在に至るもの

であり、原野への地目変更を願い出た旨の１案件を説明。 

 番号６番は、金成地区の田 ２筆 １１，９５８㎡、願出地は、平成１３年頃から労力

不足により耕作が出来なくなったため、その後荒廃が進み原野化し、現在に至るものであ

り、原野への地目変更を願い出た旨の１案件を説明。 
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議長 

 次に、現地確認調査の結果報告をお願いいたします。 

 それでは、佐々木 貞一郎 委員から報告願います。 

 

佐々木 貞一郎 推進委員 

 議案第４号については、去る９月２４日の木曜日に４名にて書類審査及び現地を確認し

てまいりました。 

 ５番・６番の現地については、現地を確認すると、荒廃が進んでおり、農地への復元は

無理であると確認してまいりました。 

 今回の非農地証明願の許可については、やむを得ないものと判断いたしました。 

 ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

  

議長 

 議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行い

ます。 

 質疑ございませんか。 

 

  ―「質疑なし」の声― 

 

議長 

 質疑なしと認めます。 

 それでは、議案第６号 非農地証明願についての、番号１番から６番までの６案件は、

原案のとおり承認することに、ご異議ございませんか。 

 

  ―「異議なし」の声― 

 

議長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、日程第１３、議案第６号 非農地証明願についての、番号１番から６番までの

６案件は、原案のとおり、承認することに決定しました。 

 

議長 

 日程第１４、議案第７号 農業振興地域整備計画の変更について、を議題といたしま

す。 

 はじめに、第１区の番号１番から４番までの４案件を審議いたします。 

 それでは、議案の朗読を省略し、議案の内容を事務局から説明いたさせます。 
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事務局 

 はじめに、本日の案件についてですが、９月４日付で市長から当委員会会長宛に諮問さ

れたものであります。 

 農用地利用計画の今回の変更面積については、農用地区域への編入が１８．０３ａ、 

農用地区域からの除外７８．９９ａ、農用地から農業用施設用地への用途区分の変更が、

２３２．３５ａとなり、全体で６０．９６ａの減少となっております。 

 諮問におきましては、他法令との調整がなされた実現可能かつ具体的な転用計画がある

か、について意見を求められております。例えば、農用地区域から除外があった場合に、

転用が可能かどうか農業委員会の意見を求められているものであります。 

番号１番、築館１は、除外申し出の案件で、築館地区の田 １筆 ３，６６８㎡、事業

計画者の業務用駐車場を造成するための除外で、転用申請に至った際の農地区分は、宅地

及び雑種地並びに高低差によって分断された生産性の低い小集団農地で、第２種農地に該

当する旨の１案件、 

番号２番、築館２は、除外申し出の案件で、築館地区の畑１筆 ６０２㎡のうち４９３

㎡、宗教法人経王寺が所有する本妙丹後荷結社の隣接地で、経王寺の祭事の際の駐車場を

確保するための除外で、転用申請に至った際の農地区分は、周囲を山林、原野等に囲まれ

た生産性の低い小集団農地であることから第２種農地に該当する旨の１案件、 

番号３番、築館３は、除外申し出の案件で、築館地区の田 ３筆 １，９００㎡及び畑 

１筆 ４１０㎡、合計４筆 ２，３１０㎡、事業計画者が経営する会社の資材置場として

使用するための除外で、転用申請に至った際の農地区分は、周囲を山林、原野等に囲まれ

た生産性の低い小集団農地であることから第２種農地に該当する旨の１案件、 

番号４番、瀬峰１は、用途変更申し出の案件で、瀬峰地区の田１筆 ６，３２０㎡、省

力化及び規模拡大に取り組むための、繁殖用肉用牛の畜舎、堆肥舎、家畜用パドックを建

築造成するため、農用地から農業用施設用地への用途区分の変更である旨の１案件、 

以上、４案件を説明。 

 

議長 

 次に、現地確認調査の結果報告をお願いいたします。 

 それでは、及川 正一 推進委員から報告願います。 

 

及川 正一 推進委員 

 議案第７号については、去る９月２３日の水曜日に４名にて、書類審査及び現地確認を

行いました。 

 １番の案件については、農地に接しているものの農地より高い位置にあるため、現在駐

車場として利用している場所の隣接地を駐車場として拡張して活用するというものでござ

います。雨水・排水対策をしっかりとして利用したいということでございます 

 ２番の案件は、お寺の隣接地の土地でお寺の祭事の際に駐車場として利用したいという

ものでございます。 
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 ３番の案件については、建設会社の資材置き場、残土、砕石等の資材置き場として利用

するものでございます。 

 ４番の案件については、農用地から農業用施設用地への用途変更でございまして、繁殖

用肉用牛の規模拡大のために申請されたものでございます。 

 ４件とも特に問題ないものと判断いたしましたので報告いたします。 

 ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

 

議長 

議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行い

ます。 

 質疑ございませんか。 

 

  ―｢質疑なし｣の声― 

 

議長 

 質疑なしと認めます。 

 次に、第２区の番号５番から１０番までの６案件を審議いたします。 

 それでは、内容を事務局から説明いたします。 

 

事務局 

 番号５番から７番については、全て農用地区域への編入案件で、同地域となっており、

なおかつ事業計画者が同一につき一括して説明。 

 番号５番、若柳１は、若柳地区の田 １筆 １６４㎡、 

 番号６番、若柳２は、若柳地区の田 ２筆 ６６４㎡、 

 番号７番、若柳３は、若柳地区の田 １筆 ２３８㎡、いずれも、農業競争力強化農地

整備事業を活用し、農用地の集団化、ほ場整備の整形化を図るための、編入である旨の３

案件、 

 番号８番、若柳４は、農用地区域への編入案件で、若柳地区の畑 １筆 ４９㎡、農業

競争力強化農地整備事業を活用し、農用地の集団化、ほ場整備の整形化を図るため、農用

地区域に編入する旨の１案件、 

 番号９番、若柳５は、農用地区域への編入案件で、若柳地区の田 １筆 １０５㎡、 

農業競争力強化農地整備事業を活用し、農用地の集団化、ほ場整備の整形化を図るため、

農用地区域に編入する旨の１案件、 

 番号１０番、若柳６は、用途変更申し出の案件で、若柳地区の田 １筆 ９２１㎡、 

繁殖牛の規模拡大に伴い、稲わらやホールクロップサイレージの保管場所及び農機具置場

等整備のために、農用地から農業用施設用地への用途区分の変更である旨の１案件、 

以上、６案件を説明。 
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議長 

 次に、現地確認調査の結果報告をお願いいたします。 

 それでは、１２番 鈴木 和子 委員から報告願います。 

 

１２番 鈴木 和子 委員 

 議案第７号については、去る９月２４日の木曜日に４名にて、書類審査及び現地確認を

行いました。 

 若柳地区の１番から３番、４３ページから４５ページまでの案件については、ほ場整備

事業の関係でありまして、編入は特に問題ないと判断しました。 

 ４番、４６ページの案件についても、ほ場整備事業の関係であり、編入は特に問題ない

と判断しました。 

 ５番、４７ページの案件についても、ほ場整備事業の関係であり、編入は特に問題ない

と判断しました。 

 ６番、４８ページの案件につきましては、事業計画者が繁殖農家の方であり、ホールク

ロップサイレージ、稲わら、農機具等の保管場所として使用したいということで確認して

まいりましたが、特に問題はないと判断しました。 

 以上、ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

 

議長 

 議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行い

ます。 

 質疑ございませんか。 

 

  ―｢質疑なし｣の声― 

 

議長 

 質疑なしと認めます。 

 次に、第３区の番号１１番から１５番までの５案件を審議いたします。 

 それでは、内容を事務局から説明いたさせます。 

 

事務局 

 番号１１番、栗駒１は、除外申し出の案件で、栗駒地区の田 ２筆 １，４２８㎡、 

事業計画者が経営する会社の資材置き場の拡張整備及び業務用車両の駐車場の造成整備の

ための除外で、転用申請に至った際の農地区分は、１０ヘクタール以上の農地の広がりが

ある第１種農地に該当するが、既存敷地面積の２分の１以内の面積での拡張であるので、

不許可の例外規定で取り扱う旨の１案件、 

 番号１２番、栗駒１は、用途変更申し出の案件で、栗駒地区の田４筆 ２，２９８㎡、

事業計画者の経営規模拡大に伴う大型育苗ハウスの建設と農機具置場の造成整備のための
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農用地から農業用施設用地への用途区分の変更で、転用許可に係る立地基準については、

農用地区域に該当するが、農業用施設の建設が目的であることから、不許可の例外で取り

扱う旨の１案件、 

 番号１３番、鶯沢１は、用途変更申し出の案件で、鶯沢地区の田 １筆 ９０７㎡、 

繁殖牛の規模拡大に伴い、ハウス牛舎、ハウス倉庫、堆肥場各１棟、また、ハウス牛舎に

併設してパドックを建設整備するため、農用地から農業用施設用地への用途区分の変更、

転用許可に係る立地基準については、農用地区域に該当するが、農業用施設の建設が目的

であることから、不許可の例外で取り扱う旨の１案件、 

 番号１４番、花山１と番号１５番、花山２は、同一事業案件なので、一括して説明。 

 花山１は、農用地区域への編入案件で、花山地区の田 １筆 ５８３㎡、農業用施設を

建設するため、農用地区域に編入するもので、１５番の案件と同一計画により、繁殖牛の

経営規模拡大に伴い、畜舎、ハウス倉庫各１棟を建築、プレハブ構造の現場事務所を１基

設置、家畜飼料及び資材置場を建築造成する旨の１案件、 

 花山２は、用途変更申し出の案件で、花山地区の田 ２筆 １２，７８９㎡、１４番と

同一計画で、繁殖牛の経営規模拡大に伴い、畜舎、ハウス倉庫各１棟を建築、プレハブ構

造の現場事務所を１基設置、家畜飼料及び資材置場を建築造成するため、農用地から農業

用施設用地への用途区分の変更、転用許可に係る立地基準については、農用地区域に該当

するが、農業用施設の建設が目的であることから、不許可の例外で取り扱う旨の１案件、 

以上、５案件を説明。 

 

議長 

 次に、現地確認調査の結果報告をお願いいたします。 

 それでは、２３番 吉田 優俊 委員から報告願います。 

 

２３番 吉田 優俊 委員 

 議案第７号については、この変更については、特に支障がない程度の変更ということで

転用との整合性について栗原市から意見を求められているものであり、去る９月２４日、

木曜日に４名にて、鶯沢総合支所において書類審査及び現地確認を行いました。 

 栗駒１番については、今現在倉庫と一体して裏側に農地が隣接しておりますけれども、 

そこについては商品の管理と業務用車両の駐車場として使用するということでございまし

て、両親の名義の土地で、事業しやすいとのことで計画されておりますので、特に環境等

を見ても問題がないものと確認しました。 

 栗駒２番については、事業計画者の経営規模拡大ということで、今現在の育苗ハウスに

隣接してのハウスの増設と農機具等の置場ということで、特に問題がないものと確認して

おります。 

 鶯沢１番については、畜産経営の規模拡大ということで、畜舎の拡張であり、本人所有

の自宅のすぐ隣の土地で、管理もしやすいという理由から土地を選定されたようでござい

ます。 
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 花山１番と２番については、同一人が一体となった形の現在４０頭の繁殖牛を飼育して

いるものを約１００頭まで増頭し、一体的に整備したいということで、土地の環境、排水

等について確認しましたが、特に問題がないものと考えます。 

 以上、４９ページの栗駒１から５３ページの花山２まで、特に問題がないという結論に

達しましたので、報告いたします。 

以上、ご審議の程、よろしくお願いいたします。 

 

議長 

議案の内容説明及び現地確認調査の結果報告が終わりましたので、これより質疑を行い

ます。 

 質疑ございませんか。 

 

  ―｢質疑なし｣の声― 

 

議長 

 質疑なしと認めます。 

 それでは、議案第７号 農業振興地域整備計画の変更についての、番号１番から１５番

までの１５案件は、問題なしと意見を附し、栗原市長に通知することに、ご異議ございま

せんか。 

 

  ―「異議なし」の声― 

 

議長 

 ご異議なしと認めます。 

 よって、日程第１４、議案第７号 農業振興地域整備計画の変更についての、番号１番

から１５番までの１５案件は、問題なしと意見を附し、栗原市長に通知することに決定い

たしました。 

 

議長（会長） 

 以上をもちまして、会議案件は全て議了いたしました。 

 これで、令和２年 第１０回 栗原市農業委員会総会を閉会いたします。 

 ご起立願います。ご苦労様でした。 

 

 

 

  ＜ 午後 ０時 ３分 閉会 ＞ 
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本会議の顛末を記録し、その正当なることを証するためここに署名捺印する。 

 

 

          議     長                 

 

 

          議事録署名委員                 

 

 

          議事録署名委員                 


